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　皆さん、今回の学科通信はなみずきは、いかがだったでしょうか。今年は、新型コロナウ
イルスの影響で、新入生歓迎会など様々な行事がなくなり、授業もオンライン授業で大変
でしたが、無事、前期を終えることができました。今回のはなみずきは、それぞれの学年の
授業や実習のことをご紹介できたと思います。はなみずき委員は、この学科通信を通し
て、学生が充実した大学生活を送っていることを発信していけるよう頑張りますので、皆
さんのご協力をよろしくお願いします。
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４年生への応援メッセージ 4年生担任　椛　勇三郎
 担任補佐　孫田　千恵

基礎看護学　講師　前野　里子国家試験まで、あと3か月に迫ってきました。皆さんには、これまでの4年間で十分な知
識が蓄えられており、国家試験に合格する能力は確実に備わっています。ただ、その能力
を試験当日に100％引き出すためには、最後まであきらめずに毎日勉強することが大切
です。また、新型コロナウイルスの影響で、友人と一緒に勉強する機会も減って1人で勉
強する時間も多いと思いますが、けっして孤立することなく、直接会えない場合もICTを
使い友人同士で支えあって情報交換を行って下さい。友人同士で教えあうことで効率的
に理解を深めることもできます。

試験前は心配なことも出てきて、話や愚痴を聞
いてほしいこともあるでしょう、そんなときは気
軽に私たちのところに来ていただけたらと思い
ます。

皆さんなら、やってやれないことはありません、
大丈夫です。自信を持って頑張ってください。 担任補佐  孫田  千恵先生　担任  椛  勇三郎先生

令和２年6月に着任しました。本学を編入生として卒
業後、看護専門学校、看護大学で勤務し、主に在宅看
護や成人慢性期看護を担当してきました。久しぶりの
基礎看護の学内演習ではボディメカニクスの重要さを
痛感しています。頭と
体を効果的に活用し
ながら、看護を追究
する楽しさを共有し
ましょう！

宜しくお願い致し
ます。

新 任 教 紹 介員 の

新入生、在校生の皆さん、新型コロナウイルス感染症が全世界に拡大する中
で、入学や新学期が始まり、半年余りが過ぎました。未だ収束の見通しがつかな
い感染症により、入学式の中止、慣れないオンライン授業、部活動・大人数での
会食会の自粛など、学生生活においても、かつてない困難な状況が続いており
ます。皆さんの先輩にあたる看護師の方々は、コロナ禍の中で、自らの感染の不
安や恐怖と、医療従事者として患者に対する使命感の狭間で、日々懸命に仕事
に従事しておられます。患者に対するこれらのひたむきな姿勢や仕事に対する
誇りや責任感を、今こそ授業や実習において、しっかりと見て、感じて、学んで下
さい。今だからこそ、自分自身と向き合い、今自分が何をすべきか、見つめ直す
いい時期だと思います。これからも気を抜かずソーシャルディスタンスを保ち、
3密を避け、感染予防に充分に気を付けて下さい。一日も早い新型コロナウイ
ルス感染症の終息と、皆様のご健康をお祈り申しあげます。

２．令和２年度後援会予算については表のとおり承認されました。後援会会長挨拶

後援会総会報告  後援会予算

令和２年度の看護学科後援会総会が６月２０日（土）に開催され、今年度は新
型コロナウイルス感染拡大防止のため内容が一部変更されました。総会での承
認事項は次の通りです。
１．令和２年度の後援会役員は、２年生以上の役員はそのまま持ち上がり、１年

生からは新たに３名の役員が選出され、計１２名が承認されました。また、会
長に栁場澄子様（３年）、副会長に森下ゆき様（３年）・近藤雅子様（２年）、監事
に永田博明様（３年）・ 有村幸子様（２年）が承認されました。

旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
会議費
渉外費
補助費
　学友会クラブ補助
　学生行事費補助
　アドバイザー補助
　学科通信「はなみずき」発行補助
　看護学科卒業祝賀会補助
　国試・就職対策補助
　各種行事補助
　学生研修（国内・国外）補助
　学生用消耗品(インク・マスター等)
　レピーフ活動費
　久留米市ボランティア活動費
　学生実習旅費補助
学生傷害保険料
備品費
積立金
予備費
次年度繰越金

78,000
129,700

20,000
115,000
100,000

5,541,170
      （1,000,000)

  （380,000）
  （1,404,000）

（130,670）
（920,000）
（774,000）

（46,000）
（200,000）

（30,000）
（49,000）

（107,500）
（500,000）

324,460
500,000
300,000
700,000
876,774

後援会会長　栁場　澄子

第20回 日本感染看護学会学術集会を開催
会長　三橋　睦子

広報活動委員会　委員長　原　頼子
　2020年度のオープンキャンパスは、新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、従来の来場型
ではなく、Zoomを利用した双方向型Webオープンキャンパスを8月10日（月・祝）に実施し、その動

画を配信しました。
　イベントは、オープニングの三橋学科長によ
る看護学科紹介、在校生4人による学生生活
紹介、次は希望により4つのブレイクアウト
セッション「フライトナースのお仕事」「助産師
のお仕事」「クリニカルスキル・トレーニングセンター見学ツアー」、「模擬講義　体の仕組みと看
護」に分かれました。最後は高校生と在校生一同でクロージングとなりました。初めての試みでし
たが、参加者の皆さんには楽しんでいただけたようで担当者全員ホッとしました。

　2020年8月22日に、第20回日本感染看護学会学術集会（会長：医学部看護学科 
教授 三橋睦子）を久留米大学医学部看護学科で開催致しました。
　図らずも、100年に1度といわれる新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、
国際感染症への脅威が現実となりました。このため、初めてのWeb開催と致しました。
　リモートながら、活発な双方向性のディスカッションを交わし、215名の多数の方に御

参加頂きました。ご支援・ご協力賜りました皆様へ、衷心より御礼申し上
げます。
　開催にあたり、久留米大学医学部看護学科同窓会より多大なご支援
を賜り心より感謝申し上げます。
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は な み ず き

松下　萌香

看護学科に入学して

今年は入学式も執り行えず、みんな思うよう
に過ごすことができていません。しかし、このよ
うな状況だからこそ、将来、医療従事者となる立
場として考えることがたくさんありました。看護
学科に入学して、看護師になるための専門的な
ことを学べることがとても嬉しいです。そして、
なによりも楽しみにしていたことは、新しい友だ
ちができることです。今ではたくさんの友達と話
すようになり、毎日みんなに会うことがとても楽
しいです！

これからもみんなと楽しく過ごしながら、勉強
も、何事にも一生懸命に取り組んでいきたいです。

池田　美琴

生活援助技術Ⅰで学んだこと

田中　麻優子

例年とは違う就職活動

総合実習で学んだこと

日々、新型コロナウイルスの感染者が増加し、4、5月に予定され
ていた講義もオンデマンド講義となりました。他大学の看護学実習
は学内演習に変わる中、総合実習が行われるか不安でしたが、久留
米大学病院や久留米大学医療センターが私達の実習を受け入れて
頂き、例年と同じように総合実習を行うことができました。3年生の
専門実習とは異なり、総合実習では看護師や看護管理者である看
護師長や主任看護師の1日の動きや役割を学ぶことができました。
複数人の患者さんを受け持つにあたり疾患や検査を理解し、優先順位を決め看護ケアを行う難しさや、働
きやすい環境作りをされている看護管理者の役割など今までの実習では見えてこなかった看護の難しさや
やりがいを感じることができました。来年から働くにあたり、この経験を活かしていきたいと思います。

新型コロナウイルス感染症拡大によ
り、参加予定だった病院説明会やイン
ターンシップ、就職対策講座が中止とな
り、不安な中での就職活動となりました。
6月から大学の対面講義が再開し、定期
試験、実習、就職試験と慌ただしいスケ
ジュールとなりました。その中で、先生
方に履歴書を添削していただき、時間を
見つけて一次試験の勉強をしました。友
人は、Web面接やオンライン試験など
の慣れない選考形式での就職試験を経
験していました。今年は、新型コロナウ
イルスの影響で採用人数の減少や関東
圏の就職希望者が減り、福岡県内の競
争倍率が高く、内定をいただけるかとて
も不安でしたが、無事に第１志望の病院
に内定を頂くことができ、本当に嬉しく
思っています。これからは、卒業論文作
成と国家試験の勉強に励み
ます。

西川　ことみ

地域生活支援実習を終えて
田島　澄麗
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大学生になって

四月に看護学科へ入学し、様々なことを学び始め、看護師への
大きな一歩を踏み出したと感じています。生活援助技術の授業は
私にとって難しいことばかりですが、この科目で学ぶことは看護師
となるうえで特に重要なものだと思うので、練習を重ねることで技
術を自分のものにしていきたいです。私は現在、寮生活をしていま
すが、家族と離れることで初めてその有難さを感じています。日々
家族、友人、大学の先生方に支えられているので、感謝
の気持ちを忘れずに四年間頑張っていきたいです。

向井　実希

岸田　龍世
私たちは災害看護学の演習で三角巾法に

よる打撲・骨折部位の固定方法、圧迫止血法、
さらに毛布などの身近にあるものを使用した
応急担架の作成を体験しました。作り方はと
てもシンプルで素早く用意できるため、早急
な対応が求められる災害の現場ではとても役
立つと感じました。最近、大雨などの自然災害
が多発しているため、この演習で習ったことを
活かせる機会が多くなってきています。もし、
災害に遭遇した場合にどのように対応し、行
動をすればよいのかということを常に考え、
災害看護学で習ったことを活かしていきたい
です。

生活援助技術Ⅰでは、患者さんにとって快適な
看護援助を行うと同時に、看護者が怪我のない安
全な体勢も考慮した援助をするにはどのようにし
たらいいか、様々な視点から考える必要がありま
した。特に、看護援助を行う際に無駄な動きを避
けるため足の幅や向きを考え、重心移動すること
は難しく感じました。また、今学期、最も練習したベッドメーキングではマットレスを下から支えるこ
とや手首を使ってシーツを張る、これらの小さな動きひとつひとつがいかに綺麗で素早く仕上げら
れるかを学びました 。まだ不慣れな動きが多く身体全体をうまく活用できていませんが、後期には
実習が控えているので着実に身につけていきたいです。

災害看護学の講義を通して
前田　莉那

解剖学実習に参加して

森　奈津美
絣フェスタとは久留米絣をテーマにした地域

連携活動であり、久留米大学法学部、医学部看
護学科、久留米工業大学の3大学の連携によ
り、久留米絣の魅力について発信しています。
今年は新型コロナウイルスの影響で、Web開
催となりました。私は、久留米絣ファッション
ショーのモデルとして参加させていただきまし
た。毎週、本格的なウォーキングレッスンを行
い、久留米絣について学び、衣装の見せ方や
衣装に合わせた歩き方など、創意工夫して
ファッションショー
を仕上げてきまし
た。不安なことも
ありましたが、実
行委員の方々や
先輩たちと作り上
げることが で き
て、とても良い経
験になりました。

絣フェスタWeb開催

石橋　孝平

特別講義～石巻での地域災害
医療コーディネーション経験と
その後の取り組み～を聴いて

これまでの看護学実習では患者さんを対象に個別
性のある、より質の高い看護ケアを提供するための
実習でしたが、地域生活支援実習では疾患の有無に
関わらず、地域で生活する全ての住民が対象となる
ため、看護師と保健師の対象者を捉える視点が異な

ることを実際に学ぶことができました。また、このようなコロナ渦の中、保健所や市役所で実習ができたこと
で教科書では学べない保健師の役割や専門性、対象者とのコミュニケーションにおける注意点や
工夫などを理解することができました。この実習での経験や学びを、卒業後、看護職者としてさま
ざまな活動に役立てていきたいと思います。

中島　啓貴

オンデマンド講義を通して
深谷　真琳

小児療養生活支援論の演習で赤ちゃん人
形やシミュレーターを使って身体計測、オム
ツ交換、バイタルサイン測定を行いました。
シミュレーターで脈拍や呼吸数が再現され
実践的に行うことができました。特に、身長
を測る時に、足を伸展させ、足底を垂直にし
て板に合わせるのが難しかったです。しかし、
臨床の場では、動いたり、泣いたりして、ス
ムーズにいかないと思うので、焦らず、素早
く測定できるようにしようと思います。また、
首の座っていない赤ちゃんの抱っこの仕方
や声のかけ方も学ぶことができ、充実した演
習でした。今後の実習に生かしていこうと思
います。

オンデマンドでの講義形態は初めてでした
が、受講していくうちに色々と見えてくるもの
がありました。まずは、自分のペースに合わせ
て受けることができるということです。この部
分が分からないなと思った時、そこで一旦立
ち止まり、自分が理解できるまで突き詰める
ことができます。その反面、自由度が高まるた
め、講義を真面目に受けないなどの欠点があ
ります。今回の経験を通して、クラス全員で授
業を受けられる喜び、先生方が対面を通して
指導してくださる、ありがたさを実感しまし
た。先生方への感謝とクラスメイト同士で学
ぶ ことが で
きる喜 び を
感じつつ、今
後 の 授 業を
受 けて いき
た いと思 い
ます。

東北大学病院の石井正先生の特別講義を聴
いて大きく２つのことが印象的でした。

まず、1つ目は「有志ではなくシステムを構
築すること」や「実践して修正していく」と仰っ
ていて、将来的にマニュアル作成に限らず様々
な場面で応用ができると思いました。2つ目
は、現場での底力です。避難所や病院は混沌と
しておりマニュアル通りに行かないこともある
こと、「一人一人の発想が現状を打破すること
もある。」ということを仰っていました。改めて
日頃の学習と緊急時のマニュアルの重要性
を感じました。
東日本大震災
という震災にお
ける医 療 体 制
管 理 の「理 想
論」で は な い

「経 験 知」を 知
ることができま
した。

小児看護技術演習を通して

解剖学実習に
参加させて頂い
ている身として、
この貴重な学び
の機会を与えて
下さった方々へ

感謝申し上げます。本年度は当初の予定通りに
はいかず、自粛期間中は不安になることもあり
ました。対面授業が再開すると、命と向き合う
緊張感を抱きつつ、医学科や看護学科の先生
方、医学科と看護学科の学生らと共に充実した
解剖学実習を行うことができ、実習への不安は
感じませんでした。貴重な機会を寸分も無駄に
すまいと集中しても時間が足りないと感じるほ
ど、多くのことを学ばせていただきました。後
期も万全な準
備をした上で、
ご献体への感
謝の気持ちを
忘れず参加さ
せて頂こうと
思います。

かすり

特別講義  講師  石井  正先生
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